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六
月
定
例
議
会
▪

条
例
改
正

平
成
20
年
第
2
回
定
例
会
は
、
6
月
26
日
に
開
催
さ
れ
、
町
長

の
所
信
表
明
を
は
じ
め
、
一
般
質
問
は
、
4
名
の
議
員
が
お
こ
な

い
ま
し
た
。

ま
た
、
議
案
審
議
は
条
例
の
一
部
改
正
案
件
4
件
、
人
権
擁
護

委
員
の
推
薦
1
件
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
発
議
案
4
件
が

提
出
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

一
宮
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
専
決
処
分
の
承
認

反
対
討
論

鶴
岡　

巖
議
員

賛
成
討
論

䅈　

重
悦
議
員

反
対
討
論

秌
場　

博
敏
議
員

大漁の魚に大喜びの子供たち

一
宮
町
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
承
認

一
宮
町
国
民
健
康
保
険
税
賦
課
徴
収

条
例
の
一
部
改
正



請 願 の 審 査 結 果

条

例

改

正
▪

請

願
▪

発

議

賛
成
討
論

中
村
新
一
郎
議
員

監
査
役
員
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF

議員発議（意見書）の審査結果
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六
月
定
例
議
会
▪

一
般
質
問

を
町
の
基
幹
産
業
と
位
置
づ
け

て
い
る
が
、
町
長
の
農
業
振
興

策
を
伺
う
。

各
地
で
米
の
消
費
拡
大
の
Ｐ

Ｒ
に
米
粉
パ
ン
づ
く
り
が
取
り

組
ま
れ
て
い
る
。
検
討
す
べ
き

だ
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

玉
川
町
長　

農
家
の
共
通
の
問

題
は
後
継
者
不
足
で
あ
る
。

本
来
、
農
業
政
策
の
目
的
は

食
の
安
全
、
自
給
率
の
向
上
と

食
料
の
安
全
保
障
、
産
業
と
し

て
の
自
立
、
農
業
に
よ
る
環
境

と
国
土
の
保
全
の
4
つ
に
集
約

さ
れ
る
と
思
う
。
町
は
、
意
欲

や
能
力
の
あ
る
農
家
は
積
極
的

に
支
援
し
て
い
く
。

斉
藤
産
業
課
長　

米
粉
パ
ン
関

係
は
、
国
も
製
粉
機
導
入
補
助

制
度
の
検
討
中
で
あ
り
、
Ｊ
Ａ

な
ど
と
も
協
議
し
、
米
の
消
費

拡
大
を
検
討
し
た
い
。

最
近
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
入

れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
の
呼
び

か
け
で
、
入
れ
歯
に
使
わ
れ
て

い
る
金
属
が
リ
サ
イ
ク
ル
に

玉
川
町
長　

子
供
は
町
の
宝
で

あ
る
。
出
産
・
子
育
て
の
不
安

解
消
に
妊
婦
検
診
の
助
成
は
大

変
有
効
で
あ
る
。
町
の
財
政
状

況
を
見
な
が
ら
助
成
を
拡
大

し
、
4
年
以
内
に
14
回
す
べ
て

助
成
し
た
い
。

国
保
を
取
り
巻
く
状
況
は
毎

年
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

今
年
は
一
般
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
て
国
保
税
の
抑
制
を
図
っ

て
い
く
が
、
来
年
以
降
、
国
の

補
助
金
の
大
幅
な
増
額
を
求
め

同
じ
悩
み
を
持
っ
て
い
る
他
市

町
村
と
協
力
し
、
町
村
会
を
通

じ
て
要
望
し
て
い
く
。

日
本
共
産
党
は
、
3
月
7
日

に
「
農
業
再
生
プ
ラ
ン
」
を
発

表
し
自
給
率
を
現
在
の
39
％
か

ら
50
％
台
へ
引
き
上
げ
る
こ
と

を
国
政
の
当
面
の
最
優
先
課
題

に
位
置
づ
け
た
。
そ
の
達
成
に

む
け
て
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
取

る
こ
と
を
農
政
の
基
本
に
す
る

よ
う
提
案
し
た
。
当
町
も
農
業

町
長
は
、
選
挙
公
約
で
「
住

民
が
主
人
公
の
ま
ち
づ
く
り
」

「
徹
底
し
た
情
報
公
開
と
住
民

参
画
」
を
前
提
に
当
選
し
た
。

子
育
て
世
代
支
援
の
町
と
し

て
妊
産
婦
検
診
助
成
14
回
ま
で

拡
大
す
る
と
し
て
い
る
が
実
現

ま
で
の
道
す
じ
を
伺
う
。

国
保
税
の
大
幅
ア
ッ
プ
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
加
入
世
帯
の

41
・
９
％
が
所
得
２
０
０
万
円

以
下
の
世
帯
で
あ
り
負
担
能
力

も
落
ち
て
い
る
。
さ
ら
な
る
税

率
ア
ッ
プ
で
な
く
国
庫
負
担
増

を
求
め
る
運
動
を
呼
び
か
け
る

べ
き
だ
と
思
う
が
決
意
を
伺

う
。

よ
っ
て
資
源
に
生
ま
れ
変
わ

り
、
ユ
ニ
セ
フ
を
通
じ
世
界
の

子
供
支
援
に
使
わ
れ
る
活
動
が

マ
ス
コ
ミ
で
紹
介
さ
れ
た
。
良

い
活
動
な
の
で
回
収
ボ
ッ
ク
ス

の
設
置
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う

か
。ま

た
、
以
前
、
公
共
施
設
に
乾

電
池
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
置
い
て

ほ
し
い
と
要
望
し
た
。
実
施
で
き

な
い
か
再
度
要
望
す
る
。

牧
野
環
境
課
長　

入
れ
歯
回
収

ボ
ッ
ク
ス
は
、
茂
原
市
長
生
郡

歯
科
医
師
会
で
独
自
に
実
施
し

て
い
る
。

今
年
4
月
か
ら
始
め
た
長
南

町
で
は
成
果
な
し
と
の
こ
と
で

あ
り
、
町
で
は
設
置
す
る
考
え

は
な
い
。

乾
電
池
回
収
は
、
決
め
ら
れ
た

収
集
日
に
、
各
自
で
責
任
を
持
っ

て
集
積
場
に
出
す
ル
ー
ル
な
の

で
、
設
置
は
見
合
せ
て
い
る
。

玉
川
町
長　

環
境
リ
サ
イ
ク
ル

は
、
決
め
事
も
あ
る
が
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
観
点
か
ら
さ
ら
に

実
態
を
調
べ
て
検
討
し
た
い
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

○
新
た
な
住
民
の
定
住
促
進
策

○�

開
発
途
上
で
放
置
さ
れ
て
い

る
土
地
の
有
効
利
用
策

○�

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
、

障
害
者
（
精
神
）
手
帳
の
有

効
期
限
の
延
長
に
つ
い
て

公
約
実
現
の
道
す
じ
は

順
次
実
現

を
は
か
る

Ｊ
Ａ
な
ど

と

協

議

秌場博敏議員

米
粉
パ
ン

の
検
討
を

実
態
を
調

べ
て
検
討

人気の米粉パン

リ
サ
イ
ク
ル

回
収
ボ
ッ

ク

ス

を

入れ歯回収ボックス
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六
月
定
例
議
会
▪

一
般
質
問

と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
意

見
表
明
を
す
べ
き
で
あ
る
。

第
三
に
は
、
6
月
25
日
に
茂

原
市
長
の
合
併
問
題
の
報
道
が

さ
れ
た
。
こ
の
問
題
で
苦
し
ん

だ
町
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
報

道
等
に
左
右
さ
れ
な
い
自
立
の

ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
す
す
め

て
い
く
こ
と
が
、求
め
ら
れ
る
。

考
え
を
伺
う
。

玉
川
町
長　

福
祉
の
増
進
は
憲

法
や
地
方
自
治
法
に
う
た
わ
れ

て
い
る
。
町
と
し
て
も
、
基
本

的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、
切
り

下
げ
な
い
こ
と
が
第
一
方
針
で

あ
る
。

地
方
交
付
税
は
、
す
ぐ
れ
た
制

度
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

機
会
を
み
つ
け
て
国
・
県
へ
制
度

の
趣
旨
を
堅
持
し
て
欲
し
い
旨
の

要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

市
町
村
合
併
は
、
田
中
茂
原

市
長
自
身
も
新
聞
報
道
の
中

で
、「
合
併
協
議
が
破
綻
し
た

今
、
現
段
階
で
の
合
併
協
議
会

の
再
開
は
な
い
」
と
認
め
て
い

る
。町

は
合
併
の
有
無
に
左
右
さ

れ
な
い
、
ま
ち
づ
く
り
を
す
す

め
て
い
き
た
い
。

町
長
は
、
選
挙
公
約
と
し
て

巡
回
バ
ス
の
運
行
・
駅
東
口
の

開
設
等
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の

公
約
の
実
現
を
す
す
め
る
町
政

運
営
に
は
、「
三
つ
の
構
え
」
が

大
切
で
あ
る
。

第
一
に
は
、
大
切
な
税
金
は

憲
法
25
条
や
地
方
自
治
法
第
1

条
の
規
定
を
生
か
し
、
ま
ず
医

療
や
福
祉
を
重
点
に
使
う
。
次

に
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
他
の

仕
事
を
お
こ
な
う
の
が
、
財
政

状
況
の
厳
し
い
中
で
の
鉄
則
で

あ
る
。

第
二
に
は
、
自
治
体
財
政
の

硬
直
化
の
主
な
要
因
は
、
政
府

に
よ
る
地
方
交
付
税
等
の
削
減

で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
財
政
健

全
化
法
を
つ
く
り
、
財
政
監
視

を
強
め
、
自
治
体
に
財
政
責
任

を
押
し
つ
け
て
い
る
等
、
極
め

て
問
題
で
あ
る
。
自
治
体
の
長

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

全
国
30
の
都
道
府
県
医
師
会
や

一
宮
町
議
会
を
含
め
、
５
８
１

自
治
体
か
ら
も
廃
止
・
見
直
し

を
求
め
る
声
が
あ
が
る
等
、
大

き
な
批
判
が
起
こ
っ
て
い
る
。

以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

1
、
4
月
実
施
に
伴
い
町
の

相
談
窓
口
に
は
、
ど
の
よ
う
な

苦
情
、
相
談
等
が
寄
せ
ら
れ
た

の
か
。

2
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

と
な
り
、
特
に
所
得
の
低
い
人

の
保
険
料
負
担
は
ど
う
変
わ
っ

た
の
か
。

3
、
制
度
が
変
わ
る
ま
で
実

施
さ
れ
て
い
た
人
間
ド
ッ
ク
助

成
事
業
は
、
継
続
を
求
め
る
が

ど
う
か
。

4
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
い
っ
た
ん
中
止
し
財
源
問
題

を
含
め
、
み
ん
な
が
安
心
で
き

る
医
療
制
度
に
変
え
る
べ
き
だ

と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
。

○�

一
宮
国
民
健
康
保
険
税
賦
課

徴
収
条
例
の
減
免
規
定
の
運

用
の
改
善
に
つ
い
て

玉
川
町
長　

人
間
ド
ッ
ク
へ
の

助
成
事
業
は
、
疾
病
予
防
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
原
則

で
あ
る
の
で
、
町
単
独
で
も
来

年
か
ら
実
施
す
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

い
て
は
、
①
75
歳
以
上
で
線
を

引
く
合
理
的
な
理
由
が
な
い
②

お
年
寄
り
を
み
ん
な
で
支
え
る

と
い
う
伝
統
的
な
日
本
の
家
族

制
度
と
の
乖か

い
り離
が
あ
る
③
お
年

寄
り
の
理
解
と
納
得
が
得
ら
れ

な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
制

度
は
い
っ
た
ん
白
紙
に
戻
し
、

国
民
的
な
議
論
を
し
、
国
民
が

納
得
で
き
る
制
度
に
す
べ
き
で

あ
る
。

露
崎
住
民
課
長　

苦
情
や
相
談

件
数
は
約
70
件
で
あ
る
。
そ
の

内
容
は
「
保
険
証
が
届
か
な

い
・
保
険
料
は
何
を
基
に
決
め

て
い
る
の
か
・
年
金
か
ら
の
天

引
き
は
納
得
で
き
な
い
」
等
で

あ
っ
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移

行
し
た
後
の
低
所
得
者
の
保
険

料
負
担
の
比
較
は
、
一
宮
町
の

場
合
、
保
険
料
負
担
は
減
っ
て

い
る
。

待たれる駅東口の整備

鶴岡　巖議員

公
約
実
現
は三つ

の
構
え
で

福
祉
の
切
り
下

げ
は
し
な
い
が

第
一
方
針

ど
う
考
え

る
後
期
高

齢
者
医
療

白
紙
に
戻
し
国
民
的
議
論
を

あなたの血圧は大丈夫？
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新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
の
手
段
に
つ
い
て
伺

う
。
①
優
先
順
位
と
財
源
確
保

に
つ
い
て
②
町
民
活
動
支
援
室

設
置
の
具
体
的
な
考
え
は
③
町

長
専
用
車
廃
止
に
つ
い
て
は
、

必
要
性
を
考
え
検
討
を

玉
川
町
長　

優
先
順
位
は
、
巡

回
バ
ス
の
運
行
・
妊
婦
検
診
の

14
回
助
成
・
駅
東
口
の
開
設
と

考
え
て
い
る
。
財
源
確
保
は
行

財
政
改
革
の
実
施
を
基
本
に
、

国
土
交
通
省
の
補
助
金
・
上
総

一
ノ
宮
駅
周
辺
環
境
整
備
基
金

を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活

用
も
検
討
し
た
い
。

町
民
活
動
支
援
室
の
具
体
的

業
務
内
容
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
登
録
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

以
前
の
議
会
で
も
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
大
村
区
か
ら

東
浪
見
小
学
校
下
の
交
差
点
の

信
号
機
設
置
要
求
が
出
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
場
所
は
過
去
に
も
事
故

が
多
く
、
今
年
は
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
が
出
動
す
る
大
き
な
事
故
も

起
き
て
い
る
。
早
急
な
設
置
を

要
望
す
る
が
検
討
経
過
を
伺

う
。

小
関
建
設
課
長　

信
号
機
設
置

は
、
以
前
よ
り
、
茂
原
警
察
署

に
要
望
書
を
提
出
し
て
い
る
。

町
と
し
て
も
危
険
な
交
差
点

と
認
識
し
、
こ
れ
ま
で
に
も
交

通
安
全
対
策
を
実
施
し
て
い

る
。今

後
と
も
粘
り
強
く
働
き
か

け
て
い
き
た
い
。

数
日
後
町
よ
り
、
20
年

度
中
に
設
置
す
る
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

町
長
の
政
治
姿
勢
は
、
行
政

改
革
、
情
報
公
開
、
住
民
参

加
、
こ
の
3
点
を
重
要
課
題
と

し
て
い
る
。
私
は
、
以
前
よ
り

「
道
の
駅
」
の
設
置
を
強
く
希

望
し
て
い
た
が
、
町
長
も
実
行

宣
言
と
し
て
う
た
っ
て
い
る
こ

と
に
、
心
強
く
感
じ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

玉
川
町
長　

農
業
は
、
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
が
販
売
経
路
な

ど
限
ら
れ
て
お
り
、
収
入
が
伸

び
て
い
な
い
。
直
販
の
パ
イ
プ

を
太
く
す
る
た
め
東
浪
見
の
県

営
キ
ャ
ン
プ
場
跡
地
に
道
の
駅

設
置
を
考
え
て
い
る
。

町
の
Ｐ
Ｒ
効
果
と
し
て
も
、

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
。

し
か
し
、
施
設
、
土
地
の
取

得
な
ど
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
が
多
く
あ
る
の
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り

具
体
的
に
検
討
す
る
。

お
こ
な
う
団
体
へ
の
応
援
で
あ

る
。
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
を

募
り
、
公
募
住
民
に
よ
る
委
員

会
が
審
査
し
、
採
択
す
る
と
経

費
の
一
部
を
助
成
す
る
内
容
で

あ
る
。

町
長
専
用
車
は
、
業
務
上
、

使
用
頻
度
の
高
さ
や
緊
急
時
の

対
応
等
も
考
慮
す
る
と
必
要
と

考
え
て
い
る
。
16
年
間
使
用
し

て
い
る
議
長
車
を
車
検
切
れ
の

来
年
度
に
は
廃
車
し
、
現
在
の

町
長
車
を
議
長
と
の
共
有
車
と

し
て
利
用
す
る
等
、検
討
す
る
。

加
納
公
の
お
墓
が
城
山
公
園

（
振
武
館
南
側
）
に
あ
る
。
町

の
基
礎
を
築
い
た
加
納
公
に
つ

い
て
、
住
民
が
関
心
を
持
ち
歴

史
な
ど
に
つ
い
て
勉
強
を
し
て

い
る
。
こ
の
お
墓
を
守
る
た
め

に
も
、
町
と
共
に
清
掃
を
し
て

く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
た
ら
ど
う
か
。

河
野
社
会
教
育
課
長　

加
納
公

の
お
墓
は
町
指
定
の
史
跡
と

な
っ
て
お
り
、
教
育
委
員
会
で

草
刈
り
等
の
清
掃
を
し
て
い

る
。
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
お

願
い
し
た
い
。

城
山
公
園
の
手
す
り
が
工
事

現
場
の
よ
う
で
あ
る
。
現
況
は

安
全
対
策
の
た
め
の
処
置
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
景
観
を
考
慮

し
た
手
す
り
に
検
討
を
。

河
野
社
会
教
育
課
長　

一
宮
小

学
校
崖
工
事
整
備
の
後
、
安
全

を
重
視
し
て
設
置
し
た
も
の
で

あ
る
。
今
後
、
周
囲
に
合
わ
せ
た

色
合
い
に
す
る
等
、
検
討
す
る
。

粘
り
強
く
働

き
か
け
る

六
月
定
例
議
会
▪

一
般
質
問

具

体

的

に

検

討

ま
た
れ
る

信

号

機

加納公のお墓

石野以和夫議員

道
の
駅
の

設
置
を

FFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF

志田延子議員

新
し
い
ま
ち

づ
く
り
は

最
善
策
で

取
り
組
む

検
討
す
る

ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い

加
納
公
の
お

墓
の
管
理
は

景
観
を
考

慮

し

て

信号機設置が実現（東浪見小学校下）



同 意 推 薦 推 薦

推
薦
▪
同
意
▪
臨
時
議
会
▪
議
会
の
動
き

人
権
擁
護
委
員
に
、
一
宮
町
田
町
九
番
地
六
の

永
田
拓
路
さ
ん
（
59
歳
）
が
推
薦
さ
れ
、
議
会

で
適
任
と
決
ま
り
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に
永な

が

田た

拓た
く

路じ

さ
ん
を
推
薦

第
１
回
臨
時
議
会

監
査
委
員
に
、
一
宮
町
東
浪
見
五
、
四
三
七
番

地
一
の
瀧
澤
文
海
さ
ん
（
63
歳
）
が
提
案
さ

れ
、
投
票
に
よ
る
採
決
の
結
果
賛
成
多
数
で
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
に
瀧た

き

澤ざ
わ

文ぶ
ん

海か
い

さ
ん
を
同
意

議
会
推
薦
の
農
業
委
員
会
委
員
は
、
投
票
に
よ

る
採
決
の
結
果
、
一
宮
町
東
浪
見
四
、
七
九
四

番
地
の
一
宮
町
議
会
議
員
石
野
以
和
夫
氏
（
59

歳
）
に
決
ま
り
ま
し
た
。

議
会
推
薦
農
業
委
員
会
委
員
に
石い

し

野の

以い

和わ

夫お

氏
を
推
薦
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4月 5月 6月

　（議長・議員が出席した主な行事）
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議
会
の
主
な
動
き
（
Ｈ
20
・
４
月
〜
６
月
）

信号機設置が実現（東浪見小学校下）



吹
上
の
坂

夏の風物詩 観光地曳網

編
集
後
記

鶴
岡　

巖
議
員

上
総
一
宮
郷
土
史
研
究
会

ふ
る
さ
と
よ
り

あなたも議会を傍聴しませんか！
次回は 9月 17 日㈬から

の予定です
－お気軽にどうぞ－

郷
の
守
り
神

浅
間
神
社

明日の懸け橋坂を結ぶ

浅間神社


